
パネルディスカッション panel discussion
14：30 ▼16：00

福井県立大学地域経済研究所
2026年度 第2回 地域経済研究フォーラム

　2026年度から第７期科学技術・イノベーション基本計画がスタートしました。
　本フォーラムでは、文部科学省の赤池総務研究官から基本計画の内容についてお話しいただきます。その後、
福井県における地域イノベーションの現状と課題を確認します。後半のパネルディスカッションでは、福井県
立大の地域と関わる研究成果を紹介し、産学官連携の今後の可能性について考えます。

プログラム
13：00 ▼13：10

ごあいさつ 岩崎 行玄（福井県立大学学長）

三浦孝太郎
福井県立大学
生物資源学部教授

坂口 昌宏
福井県立大学
看護福祉学部教授

青木 和人
福井県立大学
地域政策学部教授

今井 拓哉
福井県立大学
恐竜学部准教授

桑原 美香
福井県立大学
経済学部教授

田原 大輔
福井県立大学
海洋生物資源学部
教授

三橋 浩志
福井県立大学地域政策学部教授

コーディネーター

パネラー

参加
無料

7月10日2026年
13：00 ▼16：00（受付開始12：30）

金日  時

福井県立大学地域経済研究所
1階 企業交流室
〒910ー1195 福井県永平寺町松岡兼定島4ー1ー1

会  場

オンラインの場合
Webミーティングシステム「Zoom（ウェビナー）」を使用

福井県立大学 地域経済研究所事務局［担当：中島］
お問合せ

※ご記入頂いた内容は主催者からの各種連絡･情報提供のために利用させて
　頂くことがあります。

TEL 0776ー 61ー 6000
 （内線 6104）

FAX0776ー 61ー 6017
keiken@g.fpu.ac.jp

プロフィールや当日のお話の
内容などのご紹介は裏面を
ご覧ください

地域イノベーション地域イノベーション地域イノベーション地域イノベーション福井の福井の

第7期科学技術・
イノベーション基本計画と
第7期科学技術・
イノベーション基本計画と

福井県工業技術センター
公益財団法人ふくい産業支援センター

後 援

https://forms.gle/2mtF6hTwnpXe5qvm8

お申込方法

下記URLもしくはQRコードへアクセスし、
フォームを送信してください。（先着順）

参加費は無料ですが、事前登録が必要です。

登録締切日：7月2日 [木]
福井における地域イノベーションの
成果と課題 

14：00 ▼14：20

松原 　宏（ ）福井県立大学地域政策学部長・地域経済研究所長
東京大学名誉教授

第7期科学技術・イノベーション基本計画と
日本の現状

13：10 ▼14：00

赤池 伸一（ ）文部科学省科学技術・学術政策研究所総務研究官
（併）内閣府科学技術・イノベーション推進事務局参事官



・京福バス福井駅西口バスターミナル
　大学病院線 「県立大学」下車（所要時間約40分）

〈バス〉

・福井駅より約20分
・北陸自動車道 福井北 I.C.より約10分

〈乗用車〉
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図書館 生物資源学部棟

看護福祉学部棟

経済学部棟

正面入口

本部棟

共通講義棟

会場
（地域経済研究所1階）

交通アクセス

講堂

プ
ロ
フ
ィ
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1992 年科学技術庁入庁。文部科学省、在スウェーデン日本国大使館、科学技術振興機構、一橋
大学イノベーション研究センター教授等を経て、2016 年より科学技術・学術政策研究所科学技
術予測センター長及び上席フェローを経て 2025 年より現職。2016 年より内閣府参事官を併
任し、オープンサイエンス、科学技術・イノベーション基本計画等を担当。東京大学大学院総合
文化研究科修士課程及び英国サセックス大学科学技術政策部門（SPRU）修士課程を経て、
東京工業大学大学院社会理工学研究科博士課程修了（学術博士：Ph.D）。 

赤池 伸一
文部科学省科学技術・
学術政策研究所総務研究官
専門分野 研究開発の経済社会効果、

政策史、ノーベル賞の
受賞者の分析等 

イネの遺伝子研究を行う傍ら、「ふくむすめ」「ピカツンタ」などの品種を育成しました。現在は、酒
米の改良や、高温に強いイネの開発に取り組んでいます。開発した水稲品種の種もみを販売する大
学発ベンチャー「県大アグリ」を立ち上げています。

三浦 孝太郎
福井県立大学生物資源学部 教授

専門分野 植物分子育種学

産業立地と地域経済の理論・実態政策を研究してきました。今回は、日本の中での福井の地域イ
ノベーションの位置づけと特徴、課題について述べたいと思っています。

松原　宏
福井県立大学地域政策学部長 ・
地域経済研究所長

専門分野 経済地理学

文部科学省科学技術政策研究所在籍時は、地域イノベーションの政策研究とイノベーションの計
測を担当。今後は福井のイノベーションを科学技術政策の文脈からも研究していきます。

三橋 浩志
福井県立大学地域政策学部 教授
専門分野 地域政策学、

イノベーション政策

20年にわたり、学生たちと地域の課題解決に挑んできました。最たる成果は、「育った人材の循環」
です。これからの産学官連携は、単発のイベントではなく「恩の循環」を生む仕組みづくりだと確
信しています。

桑原 美香
福井県立大学経済学部 教授

専門分野 地方財政論、財政学

福井県特産のアラレガコやサバなどの増殖や、九頭竜川をはじめとする河川環境保全のための淡
水魚類の生態研究を進めています “県内の河川湖沼海すべてが調査フィールド” をモットーに、地
域に密着し、地域に還元できる研究を志しています。 　

田原 大輔
福井県立大学海洋生物資源学部 教授

専門分野 水産増殖学・魚類生理生態学　

社会保障・社会福祉について、アドミニストレーション学（理論と実践をつなぐ学問）から研究
しています。今回は、福祉分野における地域づくりと市民協働でのまちづくりの「融和」に関す
る研究・教育実践を報告します。　

坂口 昌宏
福井県立大学看護福祉学部 教授

専門分野 社会保障、社会福祉　

地理情報システム（GIS）やオープンデータを用いた地域政策、デジタルアーカイブの研究に従事。
自治体の業務効率化やデジタルによる市民協働シビックテック活動を主宰し、福井県内の行政・
企業のDX推進に注力しています。 

青木 和人
福井県立大学地域政策学部 教授

専門分野 地理情報システム（GIS）

福井バーチャル恐竜展の開発をはじめ、メタバースを活用した地質・古生物学の発展・普及に努めて
います。福井の誇る資源を、バーチャル技術を用いていかに全国レベルで活用できるかについて意見
交換ができればと思います。

今井 拓哉
福井県立大学恐竜学部 准教授
専門分野 古生物学


